
持続可能な社会の実現には、環境への配慮や資源の有効活用など、さまざまな取り
組みが求められます。その中でも、社会基盤を支える構造材料の役割は非常に重要で
す。構造材料には高い強度や耐久性などの機械特性が必要とされ、それらの性能を満
たすために、日々多くの研究が行われています。近年では、材料のリサイクル性を高
める観点から、従来のように多くの添加元素に依存するのではなく、可能な限りそれ
らの使用を抑える方向へとシフトしています。添加元素を減らしつつ機械特性を向上
させるには、材料内部に存在する様々な「欠陥」（我々は「組織」と呼んでいます）
を精密に制御する技術が不可欠です。私たちは、構造材料に含まれる「組織」の種類
や分布を詳細に評価し、それらが機械特性に与える影響を体系的に分析することで、
より持続可能で高性能な材料設計の実現を目指しています。
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